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2025年度事業計画及び予算書 

2025年度事業計画 

１．研究発表会・セミナー・公開講演会等の開催 
(1) 研究発表会 

1) 本部：第７７回大会を開催する。2025 年 5月 30日（金）～6月 1日（日）関東支部*1 

＊1：横浜国立大学を会場として対面開催とする。 

 

2） 支部：研究発表会、卒業論文・修士論文発表会等を開催する。 
東北・北海道支部 9月20日*1 

関東支部 2月中旬*1 

中部支部 9月13日*1、2月中旬*1 

関西支部 11月8日*1 

中国・四国支部 10月5日*1 

   九州支部 10月4日*1 

＊1：対面開催とする。 

 

3） 部会：研究発表会を開催する。 
家政学原論部会 8月下旬 

生活経営学部会 8月28日*2 

家族関係学部会 10月11・12日＊１ 
食文化研究部会 月例会6回、研究大会11月 

被服材料学部会 5月下旬*2 

服飾史・服飾美学部会 3月 

被服心理学部会 8月25・26日*1、2月下旬*1 

＊1：対面開催とする。 

＊2：オンライン開催とする。 

 
(2) セミナー 

1) 東北・北海道支部と本部の合同：第 8回家政学夏季セミナーを開催する。 9月 13日（土）～14日(日)、山形にて開催予
定。2026 年度は、住居学部会が担当する。 

 

2）部会： 
家政学原論部会 8月下旬 

生活経営学部会 8月28日*2 

被服構成学部会 8月下旬～９月上旬(公開セミナー) *1 

被服衛生学部会 8月下旬*1 

被服心理学部会 8月25，26 日*1、2月下旬*1 

色彩・意匠学部会 8月29・30日*1、2月下旬～3月上旬*1 

服飾史・服飾美学部会 5月下旬 

家政教育部会 8月下旬*2 

被服材料学部会 8月下旬*1 

食文化研究部会 時期は未定*1 

＊1：対面開催とする。 

＊2：ハイブリット方式による開催とする。 

 

(3) 公開講演会・シンポジウム等 
1) 本部：第７７回大会時に開催する（5月３１日（土）、6月 1日（日））。*1 

シンポジウム「ウェルビーイングと家政学－誰一人取り残されない共生社会をめざして－」、 

一般公開講演会「大学が地域連携で取り組む異世代互助の暮らしづくり」、国際交流委員会企画、ランチョンセミ
ナー、部会企画等 

＊1：横浜国立大学を会場として対面開催とする。 

 

2） 支部：公開講演会を開催する。 
東北・北海道支部 9月20日*1 

関東支部 4月26日*2、8月～10月頃 

中部支部 9月13日*1 

関西支部    ４月19日*1 

中国・四国支部 10月4日*1 

九州支部 10月4日*1 

＊1：対面開催とする。 

＊2：ハイブリット方式による開催とする。 
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3） 部会：公開講演会を開催する。 
家政学原論部会 8月下旬 

生活経営学部会 8月28日*2 

家族関係学部会 10月11日＊１ 
食文化研究部会 11月 

被服材料学部会 8月下旬*1 

被服構成学部会 2月下旬～3月上旬*2 

被服衛生学部会 11月～3月上旬*2 

被服心理学部会 8月25日*1、2月下旬*1 

色彩・意匠学部会 8月29日、30日、2月下旬～3月上旬 

服飾史・服飾美学部会 3月 

家政教育部会 8月下旬*3 

住居学部会 10月～12月*2 

児童学部会 8〜9月*2 

＊1：対面開催とする。 

＊2：オンライン開催とする。 

＊3：ハイブリット方式による開催とする。 

 

4） 大会企画を開催する。                        
服飾史・服飾美学部会 6月1日*1 

住居学部会 6月1日*1 

家政教育部会  6月1日*1  

＊1：対面開催とする。 

 

5） 若手の会：①第 77回大会時（5月 31日）に交流会を開催する。 

  
  ②若手の会で活動活性化セミナー(2月未定)を開催する 

 

 

 

２．学会誌・その他の図書の刊行 
(1）本部 

1) 学会誌：「日本家政学会誌」76巻 4号～12号及び 77巻 1号～3号（12回）を各 2,300 部発行するとともに J-STAGE上
で公開する。 

 

2) 大会要旨集：第 77回大会研究発表要旨集を 5月に 700 部発行するとともに、J-STAGE上で公開する。 

 

3）家政学夏季セミナー要旨集：第 8回家政学夏季セミナー講演要旨集を 9月に参加者に PDFで配布する。 

 

(2）支部：以下の要旨集等を刊行する。（データ送信含む。） 
東北・北海道支部 「2025年度第68回研究発表会要旨集」 

関東支部 「第28回家政学関連卒業論文・修士論文発表会要旨集」 
中部支部 「第69回（2025年度）大会要旨集」 

「第26回家政学関連院生・学生研究発表会要旨集」 
関西支部 「2025（令和7）年度研究発表会要旨集」 

中国・四国支部 第7１回（2025年度）研究発表会・研究発表要旨集 

九州支部 「2025年度（第69回）研究発表要旨集」 

 

(3）部会：以下の部会誌・研究誌、セミナー要旨集等を刊行する。 
家政学原論部会 「家政学原論研究」 

 「家政学原論部会夏期セミナー発表要旨集」 

生活経営学部会 「生活経営学研究」 

「生活経営学部会夏期セミナー報告要旨集」 

家族関係学部会 「家族関係学」 (機関誌発行とJ-STAGE 公開) 
「家族関係学セミナー 公開シンポジウム・自由報告要旨集」 
「家族関係学部会ニュースレター」 
「家族関係学部会メールマガジン」 

児童学部会 「児童学研究」 (機関誌発行と論文等のJ-STAGE公開) 

食文化研究部会 「会誌食文化研究」 

被服材料学部会 「被服材料学部会部会報」 
被服構成学部会 「被服構成学部会誌」 

「被服構成学部会公開夏期セミナー要旨集」 
「被服構成学部会公開研究例会要旨集」 
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被服衛生学部会 「被服衛生学」 
「被服衛生学部会セミナー要旨集」 
「被服衛生学部会公開講座要旨集」 

被服心理学部会 「被服心理学部会夏季セミナー要旨集」 
「被服心理学部会春季セミナー要旨集」 

色彩・意匠学部会 「色彩・意匠学部会会報」 
「色彩・意匠学部会夏季セミナー要旨集」 
「色彩・意匠学部会春季公開講演会資料集」 

服飾史・服飾美学部会 「服飾史・服飾美学部会報」 

家政教育部会 「家政教育部会ニュースレター」 

 

 

 

３．研究及び調査の実施 
(1）支部： 関東支部において、若手の会勉強会、講習会・交流会を実施する。 

         中部支部において若手の会勉強会、研究活動を実施する。 
 

(2）部会：研究会、調査等を実施する。 
 

 

 
 

 

 

４．研究の奨励及び研究業績の表彰 
(1)本部 

1）2025年度日本家政学会賞（学会賞、奨励賞、功労賞）として表彰する。 
 

2） 活動助成として支部・部会等の企画に助成をする。 
 

3） 支部活動活性化サポートとして支部の企画に助成をする。 
 

4） 第 77回大会活性化のための部会企画に助成をする。 

 

5） 大会時に、「若手研究者ポスター賞」の表彰事業を行う。 

 

(2）支部 
1) 東北・北海道支部： 

①若手研究者に研究助成金を支給する。 
 
②研究発表会において学生の優秀な口頭発表を表彰する。 

 
2) 関東支部： 

①家政学関連卒業論文・修士論文発表会を行う。 

 
3) 中部支部： 

①若手の会の活動に奨励金を支給する。 
 
②日本家政学会誌に優れた論文が掲載された若手研究者に中部支部論文奨励賞を授与する。 
 
③優れた若手支部大会発表者に中部支部大会発表奨励賞を授与する。 
 
④優れた家政学関連院生・学生研究発表会発表者に中部支部院生・学生発表奨励賞を授与する。 

 
4) 関西支部： 

①若手研究者に若手優秀発表賞を授与する。 

 
5) 中国・四国支部： 

①若手研究者に支部賞を授与する。 
 
②支部大会にて優れた研究発表を行った支部会員に対して、優秀研究発表賞を授与する。 

 

6) 九州支部： 
①若手研究者に支部賞を授与する。 

 
(3）部会 

家政学原論部会 家政教育部会 

      色彩･意匠学部会 服飾史・服飾美学部会 

住居学部会  
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1) 家政学原論部会：常見研究奨励賞、亀髙学術出版賞を授与する。各地区に研究活動費を補助する。 
 

2) 生活経営学部会：研究会、各地区会、若手の会に、研究活動費を補助する。 

 

3) 食文化研究部会：石川松太郎食文化研究奨励賞を授与する。 
 

 

 

５．家庭生活アドバイザー資格認定事業 
1） 家庭生活アドバイザー資格認定規程に基づき、家庭生活アドバイザー資格認定事業を行う。 

 

2） 家庭生活アドバイザー資格取得者対象の更新講習会や活動報告会を行う。 

 

3) 自治体や各種団体との連携をおこない、家庭生活に関する一般の人達向けの講座を開催する。 

 

4) 家庭生活アドバイザーの資格認定対象の拡大の検討と広報活動を行う。 
 

 

 

６．内外の関連学協会等との連携及び協力 
(1) 本部 

1） 国際交流委員会：国際家政学会（IFHE）・アジア地区家政学会（ARAHE）の組織や大会に関する広報、IFHE との連携活
動、ARAHE との連携活動、メルマガ、国際交流委員会 HP での情報発信等の活動を行う。 

 

2） 関連学会との交流：日本学術会議健康・生活科学委員会生活者視点で健康と暮らしの課題を検討する家政学分科会及
び関連学会と連携して、生活科学系コンソーシアムへの活動を推進する。 

 

3） 学協会関係：生活科学系コンソーシアムのメンバーとして、（一社）日本調理科学会、（一社）日本繊維製品消費科学会、
日本家庭科教育学会他の関連学協会との事業の共催、情報の交換等を行う。 

 

4） 公益信託家政学研究助成基金の研究助成を若手学会員に広報し、応募を促す。 

 

5） 生活やものづくりの学びネットワーク：関連学協会と連携して、生活やものづくりの学びネットワーク公開フォーラム、春の学

習交流会の開催、年に 2 回の会報「生活やものづくりの学びネットニュースを刊行する。 

 

  (2)部会 

1）被服構成学部会：全国家庭科教育協会（ZKK）の夏期研修会(衣生活)への企画・講師派遣協力 

             全国中学生創造ものづくり教育フェアでの作品審査及び表彰の協力 

 

2）食文化研究部会：正月の食生活についてのアンケート調査（一般社団法人和食文化国民会議との連携）(検討中） 
 

 

 

7．その他の目的を達成するために必要な事業 
(1）総務委員会：会員数の拡大について、会員サービスの充実と併せ、本部、支部、部会の諸事業との連携により取り組む。 

 

(2)財務委員会：家政学の活性化と学会財政の健全化を図る。 

(3)企画・広報委員会：学会の活性化と広報の充実化に取り組む。家政学会の事業の活動動画を充実させる。 

 

(4）情報管理委員会： 
1） ホームページの安定した維持管理、運営を行うとともに、掲載内容の充実を図る。 

 

2） ホームページの更新は毎月 2 回とする。 

 

3） メールマガジン配信の依頼記事は迅速な配信に努める。 

 

4） 部会報のオンライン化を模索する。 

 

5） 電子ジャーナル化に向けて会員のメールアドレスの収集 

 

(5) 編集委員会：学会誌の電子ジャーナル化の移行準備と、オープンアクセス化を実施する。 

(6) 刊行委員会：各部会に書籍の刊行を呼び掛ける。 

(7) 選挙管理委員会：電子投票の準備を進め、役員選挙を行う。 
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(8) 学園台ハイツ改修ワーキンググループ：学園台ハイツ内の学会事務所の改修及び今後の在り方に関する事務所の改修と今

後の方向性について検討する。 

 

 

 

８．本部，支部及び部会の総会等の開催 
(1）総会 

1)本部：2025年度代議員総会、5月 31日、横浜国立大学 

 

2)支部: 

通常総会 東北･北海道支部*4 関東支部*3 中部支部*1 

関西支部*1 中国･四国支部*1 九州支部*1 

臨時総会 東北･北海道支部*2 関東支部*2 中部支部*1 

 関西支部*1   

＊1：対面開催とする。 

＊2：オンライン開催とする。 

＊3：ハイブリッド方式による開催とする。 

＊4：書面開催とする。 

 

3）部会： 
 

通常総会 家政学原論部会 生活経営学部会*2 家族関係学部会*1 児童学部会*2 

家政教育部会*3 食文化研究部会*3 被服材料学部会*2 被服整理学部会*1 

被服構成学部会*2 被服衛生学部会*2 被服心理学部会*1 色彩・意匠学部会*1 

服飾史・服飾美学部会*2 住居学部会*１   

＊1：対面開催とする。 

＊2：オンライン開催とする。 

＊3：ハイブリッド方式による開催とする。 

＊4：書面による審議とする。 

 
(2）理事会、役員会等の開催 

1) 本部：理事会 6回、臨時理事会 1回、会長副会長会 13 回 

 

2) 支部： 

東北･北海道支部 支部役員会3回（メール審議） 
関東支部 支部役員会5回 

中部支部 支部役員会3回、支部役員連絡会2回 
関西支部 支部役員会5回 
中国･四国支部 支部常任幹事会1回、支部機関幹事会1回 
九州支部 支部役員会3回 

 

3）部会： 
家政学原論部会 常任委員会10回、新旧役員会1回 

生活経営学部会 常任委員会6回、新旧役員会1回 

家族関係学部会 部会役員会4回（メール審議を含む） 
児童学部会 2回（メール審議を含む） 

食文化研究部会 8回 

被服材料学部会 2回 

被服整理学部会 2回（メール審議も含む） 

被服構成学部会 運営委員会4回(web会議) 

被服衛生学部会 部会役員会3回（メール審議を含む） 

被服心理学部会 2回 

色彩・意匠学部会 3回 

服飾史・服飾美学部会 部会役員会 3回 

住居学部会 2回(web会議) 

家政教育部会 4回（web会議） 

 

4)若手の会：幹事会 1回 

 

 (3)各種委員会の開催 
1）本部： 

総務委員会 4回 

財務委員会 1回 

企画・広報委員会 1回 
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国際交流委員会 3回 

編集委員会 4回 

研究発表審査委員会 1回 

刊行委員会 1回 

学会賞選考委員会 3回 

功労賞推薦委員会 2回 

名誉会員審査委員会 2回 

家政学夏季セミナー実行委員会 6回 

家庭生活アドバイザー資格認定委員会 6回 

選挙管理委員会 2回 

学園台ハイツ改修ワーキング 随時 

 

2) 支部： 
東北･北海道支部 支部若手研究助成選考委員会1回(メール審査），支部学生表彰選考委

員会1回（メール審査） 
関東支部 若手の会幹事会5回 

中部支部 若手の会ミーティング4～5回、中部支部奨励賞選考委員会3回 
関西支部 若手の会幹事会3 回 

中国･四国支部 選挙管理委員会1回、支部賞選考委員会１回、優秀研究発表賞選考委員

会1回 
九州支部 支部賞選考委員会1回、選挙管理委員会1回 

 

3) 部会： 

家政学原論部会 編集委員会、選挙管理委員会、常見研究奨励賞選考委員会、亀髙学
術出版賞選考委員会等他随時メール及びweb会議 

生活経営学部会  企画委員会、編集委員会他随時メール及びweb会議 

家族関係学部会 会誌編集委員会、セミナー実行委員会他随時メール及びweb会議 
児童学部会 会誌編集委員会等につき随時メール及びweb会議 

食文化研究部会 編集委員会5回、奨励賞選考委員会2回、文献目録委員会10回 
被服材料学部会 会誌編集委員会、セミナー企画委員会他3回 

被服整理学部会 必要な場合に随時メール審議 

被服構成学部会 セミナー・例会企画委員会3 回（ｗeb会議） 

被服衛生学部会 セミナー実行委員会4 回、企画委員会3回、編集委員会3回 

被服心理学部会 セミナー実行委員会他随時メール及びweb会議 

色彩・意匠学部会 セミナー実行委員会他随時メール審議 

服飾史・服飾美学部会 企画委員会他3回 

住居学部会 随時メール審議 

家政教育部会 セミナー実行委員会他4回(web会議) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


